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一般会計 86億4,848万円　　 前年度比　△ 2億 8,407 万円　3.2%減

歳  出

　補助費等は、胆江地区衛生センターごみ焼却施設長寿命化
事業に係る負担金の減により、前年度比 3億 787 万円減の
17億 7,754 万円です。
　扶助費は、在宅子育て応援金の新設、保育園運営委託料の
増により、2,863 万円増の 13億 3,488 万円です。

町民 1人あたりの予算のつかいみち

特別会計・企業会計予算

重点プロジェクトへの取り組み重点プロジェクトへの取り組み

1 若者が暮らしたいまちを創る
～特に若者の雇用の場の確保や定住環境の
向上への取り組みとして～
▶企業立地促進奨励事業費補助金　1,000 万円
▶住宅建設資金金利負担軽減補助金　2,415万円
▶定住促進住宅取得支援補助金　 250万円

▶若年者移住定住促進家賃補助金  702 万円
▶移住支援事業費補助金         　160万円

2 女性にとって魅力的なまちを創る
～特に子育て中の働く女性への支援策とし
て～
▶子ども医療費給付費　　　  5,733 万円
▶子育て支援対策事業　　　　  611 万円
▶待機児童支援事業　　　　　  527 万円
▶ファミリー・サポート・センター事業　 180万円
▶新在宅子育て応援金　　　  　 759万円

3 活力と特色のある地域を創る
～特に人口減少の中で地域づくりを進める
ための支援策として～
▶地域支援事業　　　　　　   1,346万円
▶横道・谷地地区宅地開発指導事業　1,483万円

▶新地域公共交通網形成計画推進支援業務　595万円
▶新町民憲章制定50周年記念事業　　   436万円
▶新外国人観光客受入環境整備事業　  453万円
　　　　　　　　　　　　新　　新規事業　

■特別会計　　　　　　　　　　　 35億 4,871万円
国民健康保険 14億 6,957 万円

前年度比

5.7%増
訪問介護ステーション事業 2,185 万円 4.3%増
介護保険事業 15億 2,285 万円 0.02%増
介護サービス事業 448万円 10.0%増
診療施設（医科） 3億 3,812 万円 9.0%増
診療施設（歯科） 5,462 万円 22.3%増
後期高齢者医療 1億 3,721 万円 1.9%増

■企業会計　　　　　　　　　　  11億 4,132万円※
水道事業 3億 7,266 万円

前年度比
10.4%増

下水道事業 7億 6,866 万円 1.8%減

借入の返済に福祉・保健・
医療に

道路や公園の
整備に

役場の運営など
に

ごみの処理な
どに

教育やスポー
ツ振興に

130,809 円

76,506 円 75,839 円 67,367 円 65,437 円
55,858 円

町内に住宅を取得する
際の費用や住宅ローン
の金利を補助します。

在宅で子育てする
家庭に応援金を補
助します。

定住人口の増加のた
め、横道・谷地地区
の良好な宅地開発を
進めます。

補助費等  20.6％補助費等  20.6％
17億 7,754 万円17億 7,754 万円
（△14.8％）（△ 14.8％）

人件費  17.6％人件費  17.6％
15億 2,290 万円15億 2,290 万円
（9.2％）（9.2％）

物件費  15.5％物件費  15.5％
13億 3,903 万円13億 3,903 万円
（△2.0％）（△ 2.0％）

扶助費  15.4％扶助費  15.4％
13億 3,488 万円13億 3,488 万円
（2.2％）（2.2％）

公債費  10.0％公債費  10.0％
8億 6,860 万円8億 6,860 万円
（△6.4％）（△ 6.4％）

普通建設事業費  9.4％普通建設事業費  9.4％
8億 1,026 万円8億 1,026 万円
（△7.6％）（△ 7.6％）

操出金  6.3％操出金  6.3％
5億 4,328 万円5億 4,328 万円
（6.3％）（6.3％）

維持補修費  4.1％維持補修費  4.1％
3億 4,860 万円3億 4,860 万円
（10.0％）（10.0％）

その他  1.1％その他  1.1％
1億 341万円1億 341万円
（△29.6％）（△ 29.6％）

※収益的支出の額

※（  ）内は前年度予算との比較
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令和２年度令和２年度

予 算予 算
1 年間の収入・支出は？1年間の収入・支出は？

一般会計 86億4,848万円　　 前年度比　△ 2億 8,407 万円　3.2%減

自
主
財
源

依
存
財
源

歳  入

　分担金及び負担金は、子育て家庭の負担軽減を目的とした
保育料の減額や幼児保育無償化に伴う保育所入所負担金の減
により、前年度比 4,390 万円減の 3,871 万円です。
　町債は、法面対策工事や町道舗装補修事業などにより、
2,077 万円減の 7億 4,255 万円です。

町民 1人あたりの予算のつかいみち

財源不足に対応するため基金を活用
　財源不足に対応するため財政調整基金、いわゆる貯金を取
り崩すことにより予算を成り立たせています。令和２年度予
算では 5億 4,477 万円を取り崩しており、取り崩し後の基
金残高は 15億 2,872 万円となります。

借入の返済に 農業の発展に 消防・防災に 議会の運営に 商工業や観光
振興などに その他

55,858 円
44,926 円

25,719 円

6,601 円 6,246 円 863円

町民 1人あたりに
使われる予算額  55万6,173円
※歳出総額を令和２年 3月 31日現在の人口（15,550 人）で割ったもの

財政調整基金残高と取り崩し額の推移
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町税  32.4％　町税  32.4％　
28億 486万円28億 486万円
（0.1％）（0.1％）

繰入金  9.0％繰入金  9.0％
7億 8,204 万円7億 8,204 万円
（△16.7％）（△ 16.7％）

諸収入ほか  2.4％諸収入ほか  2.4％
2億 876万円2億 876万円
（△17.7％）（△ 17.7％）

地方交付税  21.8％地方交付税  21.8％
18億 8,090 万円18億 8,090 万円
（△3.8％）（△ 3.8％）

国庫支出金  10.4％国庫支出金  10.4％
9億 192万円9億 192万円
（5.1％）（5.1％）

県支出金  8.4％県支出金  8.4％
7億 2,748 万円7億 2,748 万円
（△11.1％）（△ 11.1％）

町債  8.6％町債  8.6％
7億 4,255 万円7億 4,255 万円
（△2.7％）（△ 2.7％）

地方消費税交付金ほか  7.0％地方消費税交付金ほか  7.0％
5億 9,997 万円5億 9,997 万円
（10.6％）（10.6％）

43.9％43.9％56.1％56.1％

（億円）


